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7. トラブルシューティング 

7-1 トラブルの原因と処置方法 

本製品が目的通りに作動しない場合は、下表に従って点検してください。 

分類 現象 原因 対策・処置 

表示 表示が出ない。 誤配線。 「4-3 配線方法」の項を参照し、正しく配線をしてください 

電圧が低い。 テスター等で電源電圧を測定してください。DC10V以下

になると表示されません。仕様通りの電圧を印加してくだ

さい。 

瞬時流量の表示が大き

く変動する。 

ポンプの脈流により表示が変動してい

る。 

センサの上流側にアキュムレータ（タンク）を設置し、脈

流を減衰してください。どうしても、脈動が押えられない

場合はセンサの応答性を遅くし、表示を安定させる方法

があります。別途、製造元に相談ください。 

キャビテーション（気泡）により、正確に

測定できなくなり、表示が変動してい

る。 

キャビテーションの発生を押えてください。（キャビテーシ

ョンが発生している時は、音が発生します。） 

「4-2 気泡が入らない配管方法」を参照ください。 

継続して使用すると、破損する可能性があります。 

バルブをとめ流量がゼ

ロだが、瞬時流量表示

がゼロにならない。 

渦検出体が誤って振動を検出してい

る。 

センサに伝わる振動を 20m/s 以下に押えてください。 

配管が振動する場合は、ブラケットを用いて剛性のある

箇所に固定してください。 

ノイズが印加されている。 センサの SUS部をアースするか、DC 電源のマイナスを

アースしてください。どちらかより効果のある方法をお試

しください。 

瞬時流量の表示が実際

より、少なく表示する。 

流体の流れ方向とセンサの検出方向

がことなる。 

センサの方向を修正してください。 

キャビテーション（気泡）により、正確に

測定できなくなり、表示が少なくなって

いる。 

キャビテーションの発生を押えてください。（キャビテーシ

ョンが発生している時は、音が発生します。） 

「4-2 気泡が入らない配管方法」を参照ください。 

継続して使用すると、破損する可能性があります。 

流量がフルスケール流量に対し大幅に

多く流れている。 

適正な流量レンジのものをお使いください。この場合、絞

りバルブを徐々に閉じ、ある点で流量が多くなることで確

認できます。 

電源投入時の表示が何

度も繰返される。 

繰返しノイズﾞが印加されている。(イン

バータノイズ) 

ノイズが発生していると思われる機器（インバータ）を接

地し、ノイズを抑えてください。 

ランプが点滅する 

[WFK3000S] 

製品内部のメモリ異常が発生している。 電源を再投入する。 

※復帰しない場合は、弊社での調査が必要となります。 

F.S.より多い流量を検出している。 流量を F.S の範囲内にする。 

ランプが点滅する 

[WFK3000M,C] 

エラーコードを参照ください。 エラーコードを参照ください。 

スイッチ

出力 

スイッチ出力がでない。 誤配線。 「4-3 配線方法」の項を参照し、正しく配線をしてくださ

い。短絡保護回路が入っておりますが、長時間短絡する

と破損する可能性があります。 

短絡保護電流…50mA 

スイッチ出力がチャタリ

ングをおこす。 

脈動している流量が、スイッチの設定値

を前後している。 

脈動している値より大きなヒステリシスを設定してくださ

い。 

電源投入時に、異常が

発生し、バルブが閉じ流

量が流れない。 

電源投入時後の 2秒間はハードチェッ

クをおこなうため、スイッチが正常に動

作しない。 

電源投入直後の 5秒間はスイッチの動作をマスクしてく

ださい。 

アナログ

出力 

アナログ出力がでない。

アナログ出力が少なくで

る。 

誤配線。 「4-3 配線方法」の項を参照し、正しく配線をしてくださ

い。短絡保護回路が入っておりますが、長時間短絡する

と破損する可能性があります。 

短絡保護電流…50mA 

※表示も同様に少なくなる場合は、「瞬

時流量の表示が実際より、少なく表示

する」参照ください。 

負荷のインピーダンスが適合していな

い。 

負荷のインピーダンスを適合させてください。 

「5-1-4 アナログ出力」の接続負荷条件参照 

アナログ出力が安定し

ない。 

ノイズが印加されている。 ノイズの発生を押えてください。アナログ出力を AC レン

ジの電圧測定を行い、0.1V 以上でしたら、アナログ出力

が発振しています。 

センサの金属部を接地するか、DC電源のマイナスを接

地してください。または、動力機器(コンプレッサ・ポン

プ)、動力線からケーブル・センサを離してください。 

その他 本体が異常にあつい。 内部回路の破損。 ただちに使用を中止し、製造元に連絡をしてください。 

表示部分が多少熱く（約 40℃）なることは、異常ではあり

ません。 
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7-2 エラーコード 

WFK3000M、C共通

エラーコード 名称 原因 処置方法

E0 メモリエラー 
製品内部のメモリ異常が発生して

いる 

電源を再投入する 

※復帰しない場合は、弊社での調査が必要となりま

す。

E1 OUT1 が過電流状態 

50mA 以上を出力している 

※ただし 2 秒後に自動復帰(解除)

し、再判定します 

適切な負荷を取り付ける 
E2 OUT2 が過電流状態 

E3 
OUT1 と OUT2 が 

過電流状態 

E4 メモリエラー 
製品内部のメモリ異常が発生して

いる 

電源を再投入する 

※復帰しない場合は、弊社での調査が必要となりま

す。 

E5 
過流量 F.S.の 1.2 倍以上の流量を検出して

いる 

流量を F.S.の範囲内にする 


